
                           

 

【事業の目的】 
 市民やファンと一緒に進めるラグビータウン熊谷のスローガンである「スク

マム！クマガヤ」のもと、ラグビーワールドカップ２０１９の開催により培わ

れた「ラグビータウン熊谷のおもてなし」をさらに拡大させるため、官民一体

となりラグビーを通じた様々な取組を展開し、ラグビータウンとしての魅力あ

るまちづくりを推進します。  

 

【事業の内容】 
 スクマム！クマガヤの考案者である吉谷吾郎氏と、窪田新氏へ総合的なプロ

デュースをお願いし、スクマムの新たなデザイン等を作成することにより、ユ

ニークで自発的な活動を発展させます。  

 また、スクマム！クマガヤプロジェクトを拡大させ、グッズの新規開発や取

扱店数を広げ、熊谷の新たな名物や物産を生み出すことで、熊谷市のファンと

なる関係人口の増加と、市全体の活性化を目指します。  

 

【事業年度】 
 令和 2 年度  

 

【予算額（千円）】 
 １５，３８０千円  

 

【財源】 
 一般財源（市）  

 

【事業実施に至った背景・経緯】 
 ラグビーワールドカップ２０１９の開催に合わせ、熊谷市の新たなスローガ

ンとして誕生した「スクマム！クマガヤ」はシティドレッシングや商品の開発

を実施してきました。この活動を昇華させ、次世代に誇れるレガシーの創出を
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図るため、スクマム！クマガヤ推進事業として新たな取組を展開します。  

 

【事業のＰＲポイント】 
 ラグビーワールドカップ 2019 のラグビー熱を一過性のブームで終わらせ

ることなく、ラグビーを文化として根付かせるため、市民や民間事業者による

主体的・自主的な活動を促進させ、ラグビータウン熊谷を幅広く展開していき

ます。  

 

【事業実績・成果・今後の展開】 
 官民一体の取組であるスクマム！プロジェクトでは、これまで 61 件のプロ

ジェクトと、274 件のロゴマークの申請があり、様々な商品開発や広告として

の使用等、数多くの取組がなされてきました。また、新たなプロデュース作戦

として「スクマム LINE スタンプ」を発売し好評を得ています。  

 今後は、熊谷市を本拠地として活動するパナソニックワイルドナイツとの連

携を深め、新たなファンを創出していきます。  

 

【参考資料】 

  

【関連ホームページ】  

熊谷へラグビーを見に行こう！  

https://www.city.kumagaya.lg.jp/kumagaya-rugby/index.html 

 

〔  連絡先  〕企画課  企画調整担当    048（524）1115 

https://www.city.kumagaya.lg.jp/kumagaya-rugby/index.html

